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教育課程指導資料
個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けて
～子供の学習調整を促す指導と評価について～

令和７年度



「教育課程指導資料｣について

令和７年度教育課程研究会では、「子供主体の授業
づくりハンドブック」（以下、ハンドブック）で示した
単元（題材）デザイン（下図）を基に、各教科等の特性
に応じて、子供の学習調整を促す指導や評価の工夫を
具体化しました。

１

ハンドブック：山梨県教育庁義務教育課

令和６年度作成・発行

※ハンドブックと本冊子を並べてご覧いただくと、より理解が
深まります。

【出典】
「子供主体の授業づくり
ハンドブック」P3より

https://www.pref.yamanashi.jp/documents/96391/kodomoshutai_handbook.pdf


本冊子では、実践事例を紹介しながら、指導や評価の
ポイントをまとめています。
なお、ハンドブックの単元（題材）デザインに示して
いる「学習過程」の各場面と「評価計画を考える」に焦
点を当ててまとめています。

２

○子供の学習調整とは？

子供一人ひとりが、自分自身で学習の状
況を把握し、自らに合った学習の進め方
を考えたり、自主的・自発的な学習を行っ
たりするなど、主体的に学習を調整するこ
とです。

令和７年度教育課程研究会について○

○令和７年度教育課程研究会について P３-４

子供が学習課題を選択・決定する場面の設定

子供が学習課題を選択・決定する場面の設定
子供が学び方を選択・決定する場面の設定

子供が学び方を選択・決定する場面の設定
子供が自らの学習を振り返る場面の設定

子供が自らの学習を振り返る場面の設定
評価計画を考える

評価計画を考える

P５-６

P７-８

P９-10

P11-12
一覧表○

○一覧表 P13

子供の学習調整を促す指導や評価の工夫○

○子供の学習調整を促す指導や評価の工夫

子供の学習調整とは？

何を
例えば
↓

子供たち一人ひとりが、自分自身で学習
の状況を把握しながら学習を自己調整し、
思考や行動を修正したり次の思考や行動
に繋げたりする力です。

学習を自己調整し、思考や行動を修正し
たり次の思考や行動につなげたりする力
が求められています。



■研究テーマ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■成果物と活用方法 ・・・

１．教育課程指導資料【本冊子】

２．実践事例

３．学習指導案

３

○令和７年度教育課程研究会について

個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けて
～子供の学習調整を促す指導と評価について～

＊「子供主体の授業」における、子供の学習調整を
＊促す指導と評価のポイントを示しています。

本冊子を出発点として、必要に応じて
概要や詳細を確認してみましょう。

＊各教科等の事例ごとに作成。
＊各教科等の事例の概要を示
＊しています。

＊各教科等の実践事例の詳細。
＊学習指導案作成時の参考資
＊料としても活用可。

山梨県総合教育センター
教育情報コンテンツデータベース

教育情報コンテンツデータベース
：山梨県総合教育センター

「学習指導案」のカテゴリーに掲載

教育課程研究会
：山梨県義務教育課

https://cdb.kai.ed.jp/search.php?mode=category_list&catcd=00000
https://cdb.kai.ed.jp/search.php?mode=category_list&catcd=00000
https://www.pref.yamanashi.jp/gimukyo/shido/kenkyu/r7_kyouikukatei.html
https://www.pref.yamanashi.jp/gimukyo/shido/kenkyu/r7_kyouikukatei.html


■本冊子の構成・・・・・・・・・ ・・・・

■本冊子の使い方 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・
・こんなときに・・・ ・気になる実践を見付けたら・・・

４

ハンドブックをどう活
用したらいいのかな？
見てみよう。

子供主体の授業を目指
したい！どんな工夫がで
きるか見てみよう。

もっと具体的に知りたい
から、「実践事例」を見
てみよう。

研究授業をするから、
「学習指導案」を見て参
考にしよう。

ハンドブックに示さ
れているポイントと
そのページを提示。

ハンドブックとの関連

見出しに「ねらい」
を示して、様々な工
夫を分類。

工夫のねらい

他教科等にも活用で
きるように、汎用的
な表現でポイントを
提示。

工夫のポイント

実際の取組を簡潔に
紹介。それに関連す
る工夫を で紹介。

工夫の取組例

「取組例」を行った実践事例を明示。
【校種 教科等 実践事例の番号】

実践事例

本冊子に掲載されていな
い実践事例にも、たくさ
んの工夫がみられます。
どのような工夫を、どの
実践事例で取り組んでい
るか、一覧表（P13）にま
とめました。α+

https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7ichiran.pdf


５

子供が「学びたい」「解決したい」と思う学習
課題
・子供がもつ疑問を想定
・既習事項や日常生活等との関連

□子供が自ら学習に取り組めるように
○単元構想を工夫

子供が学習課題を選択・決定する場面の設定

○子供がこだわりたくなる学習課題を準備
実践を伴う課題を準備し、さらには一人ひとりが実践の場

を選択できるようにすることで、子供が学習の目的意識を
もってよりよい課題解決に向けて取り組めるようにした。
【小家②】

子供が自ら問いを立て、関心の
あるテーマを選択できるようにす
ることで、自分事として学習に取
り組めるようにした。【中道①】

自分事として捉えられるよ
う、事前アンケートや意見
交換を基に子供の言葉
から問いを設定しました。

○子供の実態に応じた選択課題を準備

探究の過程が繰り返されるような単元構想にすることで、
子供の学びの自走を促した。【中総②】

○子供の学習調整を促す指導や評価の工夫

○ルーブリックを提示
ルーブリックを子供に提示することで、子供が学びの方向

性を理解し、よりよい課題解決に向けて取り組めるようにし
た。【小理②】

ハンドブック

P5

A.空気や水のせいしつをいかして、より強く、より遠くへ
A.とばすにはどうするかを考えながら作っている。
B.空気や水のせいしつをいかしておもちゃを作っている。

https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_e_katei_2.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_e_katei_2.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_j_dou_1.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_j_dou_1.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_j_sou_2.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_j_sou_2.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_e_ri_2.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_e_ri_2.pdf


６

□子供の「学びたい」「解決したい」を引き出すために
○日常生活を意識

子供にとって身近な地域を
題材にすることで、子供が必
要感をもって様々な方法で情
報収集し、課題解決に向かえ
るようにした。
【小総②】

学級目標を達成するための取
組を決める際、アンケート結果
を提示することで、よりよい意
思決定をするために学習調整で
きるよう促した。【小特②】

題材の導入に遊びを取り
入れることで、子供の
「もっとやりたい！」とい
う気持ちを引き出した。
【小音①】

○課題を明確化

○導入を工夫

学校の防災はどうなっている
のかな。確かめに行こう。

地域のハザードマップを使って、危ないところを確認しよう。

□子供が友達の考えなどとの「ずれ」を意識できるように
○学級全体の結果を共有

アンケート結果を提示することで、子
供が学級全体の実態や取組意欲などを知
ることができるようにした。【中特②】

こうしたらもっ
と楽しいよ！

もっとやり
たい！

子供の思考を想定し、子供が「学
びたい」と思える導入にしました。

どれを一番
がんばれば
いいかな？

アンケート
結果のグラ
フを見てご
らん。どんな
ことならがん
ばれそう？

https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_e_sou_2.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_e_sou_2.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_e_toku_2.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_e_toku_2.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_e_on_1.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_e_on_1.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_j_toku_2.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_j_toku_2.pdf


７

子供が学び方を選択・決定する場面の設定

学習環境の工夫
・学習形態、学習場所、学習ツールなど、多く
・の選択肢を設定

ICTを活用した学習状況の把握
・支援や指導に生かすため、進捗状況を共有
・単元（題材）デザインの調整・修正

P12
参照

□子供が学習環境を選択できるように
○学びの場をデザイン

○学び方の選択肢を設定

多様な学び方に対応できる
スペースをデザインすること
で、子供が学習形態を選択で
きるようにした。【小道①】

場の設定と課題提示を
工夫することで、子供が
学び方を選択できるよう
にした。【小体①】

動画で自分の
走っている姿を
見てみよう。

私はうまく走れるようになった
から、友達と競走してみよう。

□子供に学習の見通しをもたせるために
○活動の目的や課題を可視化

Learning Sheetを用いて毎時
間の学習の流れを明確にするこ
とで、子供が学習の目的と見通
しをもって学習調整できるよう
に促した。【小外②】

考えを整理し、自
己と向き合うための
一人用カウンター。

数人で対話したり、
協働できるベンチ。

ハンドブック

P7

https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_e_dou_1.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_e_dou_1.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_e_tai_1.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_e_tai_1.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_e_ei_2.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_e_ei_2.pdf


８

□子供の学びをつなげるために
○一人ひとりの学び方を共有

選択した問いや学び方を共有することで、子供が自分のタ

○一人ひとりの考えを共有
クラウド上で共有したファイルに自分

の考えを記入できるようにすることで、
自然な意見交流を促した。【中技②】

○自然な協働を生む学習環境を設定
班で向き合う形を基本とするこ
とで、子供が互いの作品について
鑑賞し合ったり、話し合ったりで
きるようにした。【小図②】

必要に応じて自由に
離席できるようにしています。

□子供が自分の学びに必要なものを選択できるように
○参考資料等を共有

参考となる資料を実物で用意したり、
クラウド上で共有したりすることで、
子供が必要なタイミングで自由に閲覧
できるようにした。【中美②】

○動画や音源等の教材を共有
子供が必要なときに必要な教

材にアクセスできるようにする
ことで、自分のペースで学習を
進められるようにした。
【中音①】

子供は、繰り返し音楽を聴いたり、
友達と一緒に聴きながら交流したり
することで、考えを深めていました。

既存のパッケージからヒントを得る。

イミングで友達と考
えを共有できるよう
にした。【小国①】

α+

https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_j_gi_2.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_j_gi_2.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_e_zuga_2.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_e_zuga_2.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_j_bi_2.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_j_bi_2.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_j_on_1.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_j_on_1.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_e_koku_1.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_e_koku_1.pdf


９

○振り返りの時間を確保
学び方を中心に「できたこ

と・分かったこと」「できな
かったこと・分からなかったこ
と」を振り返らせることで、メ
タ認知を促した。【中社①】

子供が自らの学習を振り返る場面の設定

学びによる変容の自覚
・子供が自分の学び（学習内容と学び方）
・をメタ認知できる工夫
・他の単元（題材）や教科等との比較も
・効果的

□子供が自分の学びを自覚できるように
○全体で振り返る場を設定

個の気付きを全体で共有することで、気付きの質を高め、

友達と話す中で
分かったり気付
いたりすることが
あった！

「おもちゃの工夫」に
ついては、いろいろ
考えてきたね。

まだ「遊び方の工夫」
が足りないな。

次回は「遊び方」について
考えていこう。

協働のための視点を子供と共有して、
対話を通した学習調整を促しました。

α+

ハンドブック

P9

次の活動につなげ
られるようにした。
【小生②】

https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_j_sya_1.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_j_sya_1.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_e_sei_2.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_e_sei_2.pdf


□子供が「学習内容」や「学び方の変化」を振り返られるように
○ワークシートを工夫

○視点を明確化

10

振り返りを書く際、「どの
ように学んだか」という視点
を意識させることで、子供が
学び方の変化に気付けるよう
にした。【中理①】

単元を貫く課題を設定するこ
とで、学習のゴールを明確にし、学
習の動機付けや学習調整を促して
います。

○学びの蓄積を共有
「振り返りスライド」を共有する

ことで、子供が課題解決の方法を繰
り返し振り返り、評価・改善しなが
ら学習調整できるように促した。
【中数①】

題材を貫く課題や毎時間の気付きを、一枚のワークシー
トに記入できるようにすることで、子供が自分の変化に気
付けるようにした。【中家②】

この単元での学びが蓄積されたポイントノートとな
り、それを共有することで、自他の学びを参照し
て課題解決につなげることができます。

学習を
終えて

毎時間記入

自分の課題
学習前

α+

https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_j_ri_1.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_j_ri_1.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_j_suu_1.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_j_suu_1.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_j_katei_2.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_j_katei_2.pdf


11

評価計画を考える

観点別学習状況の評価
・指導計画を踏まえ、単元（題材）のどの場面
・で、どの評価資料を用いて評価するかを計画
形成的な評価
・一人ひとりのつまずきを想定して、事前に
・補助教材などを準備

○中間指導後に作戦タイムを設定
子供の言語活動の様子を踏まえて中間指導を行った後、

作戦タイムを設定することで、目的達成のために子供が学
習調整できるように促した。【中外②】

言語活動（やり取り） これまで書き
溜めた表現を
使ってみよう。

教師は生徒の活動をモニタリングしています。そこで見取っ
た、共通のエラーやよい表現を中間指導に生かしました。

□教師が子供の学習改善を促すために
○想定したつまずきに応じた補助教材を準備

事前に準備していた補助教材を用いて、学習状況に応じ
た支援をすることで、子供の気付きや学習調整を促した。
【小算①】

？

折り紙を箱に見立
てて、いちごを入れ
てみましょう。

！

つまずきを解消するために、準備していた折り紙を用いて支援をしました。

ハンドブック

P11

https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_j_ei_2.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_j_ei_2.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_e_san_1.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_e_san_1.pdf


12

形成的な評価とは？

学習過程の途中で、子供一人ひとりのつ
まずきや伸びについて評価するものです。
その後の子供の学習改善や教師による指
導の改善に生かす目的で行うので、評定
には用いない評価です。

□教師が子供の学びを把握し、適切な支援をするために
○形成的な評価場面を設定（成果物の共有）

一度目のパフォーマンス動画を教師にも
共有させ、リアルタイムで必要なフィード
バックを行うことで、子供が再考し、学習
を深められるように促した。【中国①】

クラウドで進捗状況を把
握し、子供の学習状況に応
じて支援することで、子供
が自分の言葉で「めあてに
対するまとめ」を書けるよ
うに促した。【小社②】

○学習状況の把握

形成的な評
価を基に、子
供に声をかけ
ています。

振り返りを書く際に、でき
たことだけではなく、できな
かったことも入力するように
促すことで、教師の支援につ
なげられるようにした。
【中保①】

○振り返りを形成的評価のための評価資料として活用

単元の観
点別評価は修
正した動画等を
踏まえ、評価し
ます。

自身の課題（つ
まずき）にも気付
けるような工夫も
取り入れました。

α+

https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_j_koku_1.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_j_koku_1.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_e_sya_2.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_e_sya_2.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_j_hotai_1.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/124499/r7_j_hotai_1.pdf
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工夫のねらい 工夫のポイント 実践事例

子
供
が
学
習
課
題
を
選
択
・
決
定
す
る
場
面

子供が自ら学習に取り組める
ように

単元構想を工夫
小国①、小生①、小総①、小総②／中社①、中社②、中理②、
中音②、中外①、中総②、中道②

子供がこだわりたくなる学習課題を準備
小国②、小社①、小外①、小外②、小家②／中国①、中国②、
中数②、中外①、中特①

子供の実態に応じた選択課題を準備 小体①／中保①、中道①

ルーブリックを提示 小理②、小外②、小道②／中社①、中外①

子供の「学びたい」「解決した
い」を引き出すために

日常生活を意識
小算①、小算②、小生①、小総②、小家①、小道①、小特①、
小特②／中数①、中数②、中総②、中技①、中家①、中特②

課題を明確化
小社②、小理①、小体②、小総①、小特②／中保②、中技②、
中家②

導入を工夫 小社①、小音①、小図①／中理①、中道②

子供が友達の考えなどとの
「ずれ」を意識できるように

学級全体の結果を共有 小音②、小生①／中音①、中家①、中特②

子
供
が
学
び
方
を
選
択
・
決
定
す
る
場
面

子供に学習の見通しをもたせ
るために

活動の目的や課題を可視化 小国①、小外①、小外②、小特①、小特②／中美①、中技②

子供が学習環境を選択でき
るように

学びの場をデザイン 小図②、小生②、小道①

学び方の選択肢を設定
小国②、小算①、小理①、小理②、小図②、小体①、小体②、
小総②、小道②、小特②／中社②、中理①、中総①、中特②

子供が自分の学びに必要な
ものを選択できるように

参考資料等を共有 小音②、小家①／中美②、中保②、中家②

動画や音源等の教材を共有 小算②、小生②／中国①、中国②、中音①、中音②

子供の学びをつなげるために

一人ひとりの学び方を共有 小国①、小特①

一人ひとりの考えを共有
小社②、小算②、小音①、小図①、小家②／中理②、中音①、
中音②、中美②、中保①、中総①、中技①、中技②、中道①

自然な協働を生む学習環境を設定
小社①、小理②、小図①、小図②、小外①、小家①、小家②
／中数①、中美①、中技②、中道②、中特①

子
供
が
自
ら
の
学
習
を
振
り
返
る
場
面

子供が自分の学びを自覚で
きるように

全体で振り返る場を設定 小音①、小生②／中保②、中家①

振り返りの時間を確保 小家②／中社①、中理②、中外②、中総①、中家②

子供が「学習内容」や「学び
方の変化」を振り返られる
ように

ワークシートを工夫
小国②、小理①、小道①／中数②、中理①、中技①、中家②、
中特②

視点を明確化 小社②、小総①／中社②、中理①、中外②

学びの蓄積を共有
小音②、小体①、小体②、小道②／中数①、中美②、中保①、
中外②、中総②、中道①

評
価
計
画
を
考
え
る

教師が子供の学習改善を
促すために

想定したつまずきに応じた補助教材を準
備

小算①／中美①

中間指導後に作戦タイムを設定 中外②、中特①

教師が子供の学びを把握し、
適切な支援をするために

形成的な評価場面を設定
（成果物の共有）

中国①、中国②

学習状況の把握 小社②、小算①／中外②

振り返りを形成的評価のための評価資
料として活用

小社②／中保①

【一覧表】※実践事例の中にみられた工夫の一部をまとめました。
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